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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の通信セルを含む無線通信システムにおいてブロードキャスト及びユニキャスト送
信をサポートするための方法であって、
　物理リソースの少なくとも１つのサブフレームにおいて少なくとも１つのブロードキャ
スト送信をサポートすることと、前記少なくとも１つのブロードキャスト送信は、第１の
セル識別子を用いるブロードキャストデータを含むことと、
　前記物理リソースの前記少なくとも１つのサブフレームにおいて第２のセル識別子を用
いるユニキャスト制御情報の送信をサポートすることと、前記第１のセル識別子は前記第
２のセル識別子とは異なることと、
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記物理リソースの前記少なくとも１つのサブフレームにおいて前記少なくとも１つの
ブロードキャスト送信をサポートすることは、無線フレームの少なくとも１つのサブフレ
ームにおいて時間的に不連続なブロードキャスト送信をサポートすることを含み、
　ユニキャスト制御情報の送信をサポートすることは、前記無線フレームにおいてユニキ
ャスト制御情報についての複数の時間的に連続するサブフレームをサポートすることを含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記無線フレームにおいて、前記少なくとも１つのブロードキャスト送信について用い
られる前記少なくとも１つのサブフレームは、ユニキャスト制御情報を送信するための複
数のサブフレームにおいて用いられる第２の期間よりも短い第１の期間を含む、請求項２
に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数の時間的に連続するサブフレームの少なくとも１つの第２のサブフレームにお
いてユニキャストデータをサポートすること、
　をさらに含む、請求項２又は３に記載の方法。
【請求項５】
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　前記少なくとも１つのユニキャストデータ送信は、前記第２のセル識別子を用いてエン
コードされる、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のセル識別子は、共通のセル識別子であり、前記第２のセル識別子は、セル固
有の識別子である、請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　複数の通信セルを含む無線通信システムにおいてブロードキャスト及びユニキャスト送
信をサポートするための方法であって、
　物理リソースの無線フレームの少なくとも１つのサブフレームにおいて少なくとも１つ
の時間的に不連続なブロードキャスト送信をサポートすることと、
　前記物理リソースの前記無線フレームの複数の時間的に連続するサブフレームにおいて
ユニキャスト制御情報の送信をサポートすることと、
　を含み、
　前記少なくとも１つの時間的に不連続なブロードキャスト送信について用いられる前記
少なくとも１つのサブフレームは、ユニキャスト制御情報を送信するための前記無線フレ
ームの前記複数のサブフレームにおいて用いられる第２の期間よりも短い第１の期間を含
む、
　方法。
【請求項８】
　ユニキャスト制御情報の送信をサポートすることは、ユニキャスト制御情報を送信する
ための少なくとも１つのユニキャスト制御チャネルの使用をサポートすることを含む、請
求項７に記載の方法。
【請求項９】
　物理リソースの少なくとも１つのサブフレームにおいて少なくとも１つのブロードキャ
スト送信をサポートすることは、動的な手法と、静的な手法と、から成るグループからの
少なくとも１つによって、物理リソースの前記少なくとも１つのサブフレームを選択する
ことを含む、請求項７又は８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのブロードキャスト送信及び前記ユニキャスト制御情報の双方をサ
ポートするために用いられる前記物理リソースは、同じダウンリンクキャリア周波数を含
む、請求項７～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記物理リソースの少なくとも１つのサブフレームにおいて前記少なくとも１つのブロ
ードキャスト送信をサポートするにあたり、干渉抑制を開始すること、
　をさらに含む、請求項７～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　干渉抑制を開始することは、
　（ｉ）干渉除去を適用して、受信される波形から前記少なくとも１つのユニキャスト制
御情報を再構築することと、
　（ｉｉ）ブロードキャストデータと時間的に一致する前記少なくとも１つのユニキャス
ト制御情報を送信する際に用いられるべき符号シーケンスを選択することと、
　（ｉｉｉ）前記少なくとも１つのサブフレームにおけるブロードキャストデータ及びユ
ニキャスト制御情報の送信にわたって電力制御を適用することと、
　から成るグループからの少なくとも１つを含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記無線通信システムは、ユニキャスト高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰ
Ａ）と、統合モバイルブロードキャストと、から成るグループからの少なくとも１つをサ
ポートする、請求項７～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　ブロードキャスト送信をサポートすることは、物理リソースの前記少なくとも１つの時
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間的に連続するサブフレームに、第１のセル識別子を用いるブロードキャストデータを選
択的に挿入して、ユニキャストデータと置換することを含む、請求項７～１３のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項１５】
　ブロードキャスト送信をサポートすることは、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ
）と、無線リソースマネージャ（ＲＲＭ）と、基地局と、無線加入者通信ユニットと、か
ら成るグループからの少なくとも１つにおいて実行される、請求項７～１４のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項１６】
　無線通信システムにおいてブロードキャスト送信及びユニキャスト送信をサポートする
ための実行可能なプログラムコードを含む、コンピュータプログラムであって、
　当該実行可能なプログラムコードは、
　無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）と、無線リソースマネージャ（ＲＲＭ）と、
基地局と、無線加入者通信ユニットと、から成るグループからの少なくとも１つにおいて
実行される場合に、
　物理リソースの少なくとも１つのサブフレームにおいて、第１のセル識別子を用いるブ
ロードキャストデータを含む少なくとも１つのブロードキャスト送信をサポートし、
　前記物理リソースの前記少なくとも１つのサブフレームにおいて第２のセル識別子を用
いるユニキャスト制御情報の送信をサポートする
　ために動作可能であり、
　前記第１のセル識別子は、前記第２のセル識別子とは異なる、
　コンピュータプログラム。
【請求項１７】
　無線通信システムにおいてブロードキャスト送信及びユニキャスト送信をサポートする
ための実行可能なプログラムコードを含む、コンピュータプログラムであって、
　当該実行可能なプログラムコードは、
　無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）と、無線リソースマネージャ（ＲＲＭ）と、
基地局と、無線加入者通信ユニットと、から成るグループからの少なくとも１つにおいて
実行される場合に、
　物理リソースの無線フレームの少なくとも１つのサブフレームにおいて少なくとも１つ
の時間的に不連続なブロードキャスト送信をサポートし、
　前記物理リソースの前記無線フレームの複数の時間的に連続するサブフレームにおいて
ユニキャスト制御情報の送信をサポートする
　ために動作可能であり、
　前記少なくとも１つの時間的に不連続なブロードキャスト送信について用いられる前記
少なくとも１つのサブフレームは、ユニキャスト制御情報を送信するための前記無線フレ
ームの前記複数のサブフレームにおいて用いられる第２の期間よりも短い第１の期間を含
む、
　コンピュータプログラム。
【請求項１８】
　複数の通信セルを含む無線通信システムにおいてブロードキャスト送信及びユニキャス
ト送信をサポートするための通信ユニットであって、当該通信ユニットは、
　物理リソースの少なくとも１つのサブフレームにおいて、第１のセル識別子を用いるブ
ロードキャストデータを含む少なくとも１つのブロードキャスト送信をサポートするため
のロジックと、
　前記物理リソースの前記少なくとも１つのサブフレームにおいて第２のセル識別子を用
いるユニキャスト制御情報の送信をサポートするためのロジックと、
　を備え、
　前記第１のセル識別子は、前記第２のセル識別子とは異なる、
　通信ユニット。
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【請求項１９】
　複数の通信セルを含む無線通信システムにおいてブロードキャスト送信及びユニキャス
ト送信をサポートするための通信ユニットであって、当該通信ユニットは、
　物理リソースの無線フレームの少なくとも１つのサブフレームにおいて少なくとも１つ
の時間的に不連続なブロードキャスト送信をサポートするためのロジックと、
　前記物理リソースの前記無線フレームの複数の時間的に連続するサブフレームにおいて
ユニキャスト制御情報の送信をサポートするためのロジックと、
　を備え、
　前記少なくとも１つの時間的に不連続なブロードキャスト送信について用いられる前記
少なくとも１つのサブフレームは、ユニキャスト制御情報を送信するため前記無線フレー
ムの前記複数のサブフレームにおいて用いられる第２の期間よりも短い第１の期間を含む
、
　通信ユニット。
【請求項２０】
　前記通信ユニットは、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）と、無線リソースマネ
ージャ（ＲＲＭ）と、基地局と、無線加入者通信ユニットと、から成るグループからの少
なくとも１つである、請求項１８又は請求項１９に記載の通信ユニット。
【請求項２１】
　複数の通信セルを含む無線通信システムにおいてブロードキャスト送信及びユニキャス
ト送信をサポートするための通信ユニットのための集積回路であって、当該集積回路は、
　物理リソースの少なくとも１つのサブフレームにおいて、第１のセル識別子を用いるブ
ロードキャストデータを含む少なくとも１つのブロードキャスト送信をサポートするため
のロジックと、
　前記物理リソースの前記少なくとも１つのサブフレームにおいて第２のセル識別子を用
いるユニキャスト制御情報の送信をサポートするためのロジックと、
　を備え、
　前記第１のセル識別子は、前記第２のセル識別子とは異なる、
　集積回路。
【請求項２２】
　複数の通信セルを含む無線通信システムにおいてブロードキャスト送信及びユニキャス
ト送信をサポートするための通信ユニットのための集積回路であって、当該集積回路は、
　物理リソースの無線フレームの少なくとも１つのサブフレームにおいて少なくとも１つ
の時間的に不連続なブロードキャスト送信をサポートするためのロジックと、
　前記物理リソースの前記無線フレームの複数の時間的に連続するサブフレームにおいて
ユニキャスト制御情報の送信をサポートするためのロジックと、
　を備え、
　前記少なくとも１つの時間的に不連続なブロードキャスト送信について用いられる前記
少なくとも１つのサブフレームは、ユニキャスト制御情報を送信するための前記無線フレ
ームの前記複数のサブフレームにおいて用いられる第２の期間よりも短い第１の期間を含
む、
　集積回路。
【請求項２３】
　請求項１又は請求項７に従って、少なくとも１つのブロードキャスト送信をサポートし
、及び、ユニキャスト制御情報の送信をサポートするために、物理リソースの少なくとも
１つのサブフレームを割り当てるように無線ネットワークを構成するためのロジックを備
える、オペレーション及びマネジメントセンタ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２５】
　ユニキャストモードの動作において、複数の無線加入者通信ユニット／端末（又は、Ｕ
ＭＴＳＴＭの用語におけるユーザ機器（ＵＥ：user　equipment））３１４、３１６は、
ＵＭＴＳＴＭの用語においてノードＢ３２４、３２６と呼ばれる複数の基地局／基地送受
信局と、無線リンク３１９、３２０上で、例えば双方向で通信する。セルラ通信システム
は、多くの他のＵＥ及びノードＢを含むが、これらは明確にするために図示されない。ネ
ットワーク事業者のネットワークドメインと呼ばれることもあるセルラ通信システムは、
外部のネットワーク、例えばインターネットと接続される。ネットワーク事業者のネット
ワークドメインは、（ｉ）コアネットワーク、即ち、少なくとも１つのゲートウェイ汎用
パケット無線システム（ＧＰＲＳ：General　Packet　Radio　System）サポートノード（
ＧＧＳＮ）３３５及び少なくとも１つのサービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）
３４２と、（ｉｉ）アクセスネットワークと、を含む。アクセスネットワークは、複数の
ＵＭＴＳノードＢ３２４、３２６に動作可能に接続される複数のＵＭＴＳ無線ネットワー
クコントローラ（ＲＮＣ：Radio　network　controllers）３３６、３４０を含む。ＧＧ
ＳＮ３３５又はＳＧＳＮ３４２は、公衆ネットワーク、例えば（インターネットなどの）
公衆交換データネットワーク（ＰＳＤＮ：Public　Switched　Data　Network）３３４、
又は公衆交換電話ネットワーク（ＰＳＴＮ：Public　Switched　Telephone　Network）と
ＵＭＴＳがインタフェースをとることの責任を負う。ＳＧＳＮ３４２は、トラフィックに
ついてルーティング機能及びトンネリング機能を実行する一方、ＧＧＳＮ３３５は、外部
のパケットネットワークにリンクする。ノードＢ３２４、３２６は、ＲＮＣ３３６、３４
０及びＳＧＳＮ３４２などのモバイルスイッチングセンタ（ＭＳＣ）を介して、外部のネ
ットワークに接続される。セルラ通信システムは、典型的には多数のそのような基盤要素
を有するであろうが、明確にするために限定された個数のみが図３に示される。ノードＢ
３２４、３２６の各々は、１つ以上の無線送受信機ユニットを有し、ＵＭＴＳ仕様におい
て定義されるように、Ｉｕｂインタフェースを介してセルベースシステムの残りの基盤と
通信する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　各ＳＧＳＮ３４２は、外部のネットワーク３３４にゲートウェイを提供する。動作及び
管理センタ（ＯＭＣ：Operations　and　Management　Centre）３４６は、ＲＮＣ３３６
、３４０及びノードＢ３２４、３２６に動作可能に接続される。ＯＭＣ３４６は、当業者
によって理解されるように、セルラ通信システム３００の一部を運営し及び管理するため
に、処理機能（図示せず）及びロジック機能３５２を備える。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　ブロードキャストモードの動作において、図３は、３ＧＰＰネットワーク上で（例えば
、一方向性の）ブロードキャストサービス、例えばＭＢＭＳを提供するためのアーキテク
チャの簡略化された例も図示する。ＭＢＭＳは、汎用パケット無線システム（ＧＰＲＳ）
ネットワーク、ユニバーサルモバイル通信システム（ＵＭＴＳＴＭ）ネットワーク、進化
型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved　Packet　System）などといったモバイル通信ネ
ットワーク上で提供されるブロードキャスティング及びマルチキャスティングサービスで
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ある。ＭＢＭＳについての技術仕様は、３ＧＰＰＴＭ　ＴＳ　２２．１４６、３ＧＰＰ　
ＴＳ　２３．２４６及び３ＧＰＰ　ＴＳ　２６．３４６を含む。複数の無線加入者通信ユ
ニット／端末（又は、ＵＭＴＳＴＭの用語におけるユーザ機器（ＵＥ））３１４は、明確
にするためにノードＢ３２４としてのみ図示される、複数の基地送受信局のうちの少なく
とも１つから、無線リンク３２１上でブロードキャスト送信を受信する。ブロードキャス
トモードの動作において、ＲＮＣ３４０は、個別のノードＢ３２６の物理リソースをマル
チメディアサービスについて設定し、送信の準備ができたノードＢ３２６にデータを供給
する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　単一のＳＧＳＮ３４２は、単一のＲＮＣ３４０に動作可能に接続されることができ、又
は、単一のＳＧＳＮ３４２は、図示のように複数のＲＮＣ３３６、３４０に動作可能に接
続されることができる。ＳＧＳＮ３４２は、（ノードＢ３２４、３２６それぞれによって
サポートされる）個別のセル内の通信について責任を負うＲＮＣ３３６、３４０内で必要
なリソースを割り当てる。ブロードキャストモードの動作において、ＳＧＳＮ３４２は、
サービスのためのマルチメディアデータストリームをＲＮＣ３３６へ、及びノードＢ３２
４へ転送する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　ＧＧＳＮ３３５は、１つ以上のＳＧＳＮ３４２に動作可能に接続され得る。ブロードキ
ャストモードの動作において、ＧＧＳＮ３３５は、ブロードキャストマルチキャストサー
ビスセンタ（ＢＭ－ＳＣ）３４７に動作可能に接続され、当該ＢＭ－ＳＣ３４７は、任意
のネットワーク、例えばブロードキャストメディアの少なくとも１つのソース３４５を含
む共有されるＭＢＭＳネットワークに動作可能に接続され得る。ブロードキャストモード
の動作において、ＧＧＳＮ３３５は、ＵＥ３１４などの加入者移動局へルーティングされ
るべきデータについて必要なパスを識別することに加えて、ＳＧＳＮ３４２を介したデー
タのブロードキャスト配信を容易にするために必要なリソースを予約する。ＧＧＳＮ３３
５は、ＢＭ－ＳＣ３４７から受信される、要求されたサービスについてのマルチメディア
データもＳＧＳＮ３４２に提供する。ＢＭ－ＳＣ３４７は、アナウンスされるサービスを
処理し（handles）、ＧＧＳＮ３３５を介してブロードキャストネットワーク、例えばＭ
ＢＭＳネットワークにおけるリソースを割り当てる。提供されるサービスについてのマル
チメディアデータは、例えばインターネットプロトコル（ＩＰ）マルチキャスト技法を用
いて、パケット化されたデータとしてＧＧＳＮ３３５に転送される。このようにして、（
コンテンツプロバイダと呼ばれることもある）ブロードキャストメディアソース３４５に
よって、サービスがアナウンスされ、サービスについてのデータが提供される。
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